
 

 

 

 

 

２０１０年１０月２２日 
 

『マルチデジタルサイネージ』が東京駅に登場!! 
～ ３３０インチ相当の大画面を実現！ ～ 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

■実施概要 

１．期 間 ２０１０年１０月２９日（金）～ 

２．展 開 媒 体 東京駅八重洲中央口改札内『マルチデジタルサイネージ』 

○ ６０Ｖ型液晶ディスプレイ ＜ＰＮ－Ｖ６０１＞ １８面 

○ タテ３面×ヨコ６面  高さ２.９８５ｍ× 幅８.３６８ｍ 

３．提 供 元 シャープ株式会社 

４．広 告 主 シャープ株式会社 

 

■設置イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

○１０月２９日より、ＪＲ東京駅八重洲中央口改札内に、ＪＲ東日本駅構内最大の『マルチデジタルサイネージ』

が誕生します。 

○『マルチデジタルサイネージ』は八重洲中央口改札内に、システム・フレーム幅※1が６.５ｍｍと狭額の６０Ｖ型

液晶ディスプレイ＜ＰＮ－Ｖ６０１＞を１８面設置。フレーム間のつなぎ目が目立たない迫力ある３００インチ

超の大画面ディスプレイとして、また、複数のコンテンツを放映するマルチディスプレイとしても活用でき、 

従来にない新たな広告演出が可能です。 

○『マルチデジタルサイネージ』の提供元・広告主はともにシャープ㈱で、４原色技術を採用した液晶テレビ 

「ＡＱＵＯＳ クアトロン」等のさまざまな広告を展開します。  

※1 マルチディスプレイシステムを構成する隣り合うディスプレイ間のフレーム幅。 


